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親松排水機場 

鳥屋野潟の水位は、信濃川の水位より 3,5ｍ低くなっている。このため、周辺地域から鳥

屋野潟へと流れ込み溜まっていく雨水などは、自然の状態では信濃川に出て行くことがで

きず、そのままでは水は潟から溢れてしまう。 

そこで、親松排水機場では強力ポンプで強制的に信濃川に排水している。 

新潟地震後の昭和 43 年に設置されたが老朽化のため第二代目が平成 19 年に設置された。 

 

鳥屋野潟排水機場 

平成 10 年の水害を契機に、鳥屋野潟排水機場が平成 15 年に親松排水機場に隣接し鳥屋

野潟の排水能力増強するため設備された。 

大雨の際に稼動し、合わせて最大排水量 100 ㎥/s を確保している。 

                        資料 新潟地域振興局 保存版より 
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